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Ⅰ 「指導と評価の年間計画」及び「評価規準と単元計画」の作成の手引き 
 

１ 「指導と評価の年間計画」について 

これは、次の２の「評価規準と単元計画」の全単元について、その概要を記述したも

のである。生徒の学習活動に対するより適正な評価、及び生徒の学習の改善に生かされ

る評価（指導と評価の一体化）の実現を目指して作成する。 

これまで作られてきた指導計画は、多くの場合、学習内容（指導内容）を単に１年間

の授業時間数に対して配分しただけに留まっていたが、この「指導と評価の年間計画」

では、「学習項目」、「授業時間数」、各授業ごとの「主な学習活動（指導内容）と評

価のポイント」、「評価方法」を記述する。 

 

２ 「評価規準と単元計画」について 

学習指導要領に基づく「評価規準と単元計画」は、言い換えれば、評価規準を盛り

込んだ「単元ごとの指導と評価の計画」である。次の内容構成で作成する。 

◎「単元名」、「単元の目標」、「単元の評価規準」、「指導と評価の計画（○時間）」

を示す。なお、「単元」とは、ほとんどの教科書の「節」に該当するものである。 

・「単元の目標」 

実際の使用教科書等に基づいた授業の進度に沿って単元ごとに示した目標。学習

指導要領の項目ごとのねらいをもとに記載する。 

・「単元の評価規準」 

単元ごとに４観点別に示した評価規準。「内容のまとまりごとの評価規準」を単

元の内容に即して具体化したもの。 

◎「指導と評価の計画（○時間）」を示す。そこには、「次程」、「学習活動」、「評

価の観点」、「評価規準等」を示す。 

・「学習活動」、「評価の観点」 

上記の１の「指導と評価の年間計画」の「各授業ごとの主な学習活動（指導内容）

と評価のポイント」に反映されていなければならない。 

・「評価の観点」 

「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「資料活用の技能」及び「知 

識・理解」に評価の観点を整理し、各教科等の特性に応じて、適切に設定しなけ

ればならない。 

・「評価規準等」 

評価規準は、「目標」を具体化したものであり、目標が生徒の学習状況として

実現された状況を具体的に想定して示す。 

・「評価方法」 

評価方法については、各学校で各教科・科目の学習活動の特質、評価の観点や

評価規準、評価の場面や生徒の発達の段階に応じて、観察、生徒との対話、ノー

ト、ワークシート、学習カード、作品、レポート、ペーパーテスト、質問紙、面

接などの様々な評価方法の中から、その場面における生徒の学習状況を的確に評

価できる方法を選択していく。 

※平成２４年３月に、国立教育政策研究所教育課程研究センターから、「評価基準の作成，評価方法等の

工夫改善のための参考資料（高等学校 地理歴史）」が示され、次のＵＲＬからダウンロードすること

ができる。 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/hyouka/kou/02_kou_tirirekishi.pdf 

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/hyouka/kou/02_kou_tirirekishi.pdf


 

 

「評価規準と単元計画」＜例＞ 
 

（１）単元名：○○○○ 

 

（２）単元の目標 
  ア ○○○○○○○○ 

  イ ○○○○○○○○ 

  ウ ○○○○○○○○ 

  エ ○○○○○○○○ 

 
（３）単元の評価規準 

 
関心・意欲・態度 

 

 
思考・判断・表現 

 
資料活用の技能 

 
知識・理解 

・○○○○○○○ 

  
・末尾の表現 

(例)「～に対する関心

と課題意識を高

めている。」 

「～について意欲

的に追究してい

る。」等 

・○○○○○○○ 

   
・末尾の表現 

(例)「～について，多

面的・多角的に考

察し，その過程や

結果を適切に表現

している。」等 

・○○○○○○○ 

  
・末尾の表現 

(例)「～から有用な情

報を適切に選択

している。」 

「～を図表などに

まとめたりして

いる。」等 

・○○○○○○○ 

  
・末尾の表現 

(例)「～を理解し，そ

の知識を身に付け

ている。」等 

 
（４）指導と評価の計画（○時間） 

次程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等 

第 

一
次

）

○

時

間

扱
い

（  

        
 

【ねらい】○○○○○○○ 

 

・末尾の表現 
(例)「～をつかませる。」「～を捉えさせる。」「～について理解させる。」 

「～を展望させる。」「～を高めさせる。」「～について説明させる。」 

「～を見い出させる」「～について考察させる。」「～を表現させる。」等 

      

・学習活動の主な項目を記載す

る。 
・該当する評価

の観点に，●
を記載する。 

・評価の規準及び具体的な評

価の方法を記載する。 

第 
二

次

）

○

時

間

扱
い

（  

      

  

【ねらい】○○○○○○○ 
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月 章 時間 評価方法

・

・

・

・

・

・

・
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・ ワークシート

発表

・

・

・

・

・

・

２
・
３

6

・ ワークシート
発表、レポート

75

課題を追究する学習を重視して、歴史的思考力を培う。

４　明治初期の外交と反政府運動

４　太平洋戦争と日本

６　冷戦の終焉と日本

近代の追究
地域の産業と鉄道の発達との関連について、主題を追究し表現する活動を通して、
歴史的な見方や考え方を育てる。

岩倉使節団の欧米見聞の記録から、その後の国内改革や対外関係の展開につい
て考察させる。明治１０年前後の国内情勢について、ワークシートにまとめさせる。

太平洋戦争の背景や原因について、国内外の政治や経済の情勢を、諸資料を用い
て多面的・多角的に考察させる。

主な学習活動（指導内容）と評価のポイント

国際環境の変化と明治維新

２単位　　

日本の国際社会への復帰とその後の対外関係について、今日のアジア情勢と関連
付けて考えさせることで、現在の諸課題との関連に気付かせる。

米ソを中心とした冷戦の展開をまとめさせ、国内外への影響について理解させる。
第3世界の発展や、南北問題について、諸資料を用いて考察させる。

冷戦の終結に伴う新たな課題について、世界情勢と日本の関係について諸資料を
用いて考察させる。

到達目標
【学習指導要領】

到達目標に向けての具体的
取組
【指導上の留意点】

学習項目

１　19世紀の世界の動向と日本

歴史的事象に対する興味・関心を高め、主体的な学習態度を育成する。

様々な資料を活用し、地理的条件や世界の歴史と関連させながら、我が国の近現代の歴史や現代社会の成り立ちについて理解させる。

我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け、現代の諸課題に着目して考察させることによって、
歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

合計時間数

１　現代世界の開幕と日本の戦後改革

２　日本の再建と復興への道

５　低成長から経済大国へ

恐慌と社会不安を背景に軍部が台頭していった経緯について、国内外の情勢を諸
資料を活用することで、考察させる。

私たちの時代と歴史

２　立憲体制の成立

国内外の政治・経済情勢について、年表などにまとめさせる。
少子高齢化や消費者問題、公害問題等、様々な問題について考察させる。

３　軍国日本への道

欧米諸国の産業革命と資本主義の発展やアジアへの進出について理解させ、日本
における鎖国体制の動揺について、諸資料を活用して考察させる。

明治憲法の成立過程と特徴を、表にまとめて理解させる。
初期議会と対外関係について、議会の争点を探ることで考察させる。

日清戦争の原因、経過、結果について、ワークシートにまとめさせる。
戦後の国内情勢の変化について、経済関係のグラフ等を参考に考察させる。

日露戦争前後の欧米列強の世界戦略について、表にまとめさせる。
戦後の国民感情の変化について、諸資料を基に考察させる。

Ⅱ　　「指導と評価の年間計画」　（日本史Ａ）  　＜例＞　　

開国の政治的、経済的な影響について、輸出入や物価等のグラフを参考に考察さ
せる。幕末の政治情勢や対外関係を時系列に整理させて、倒幕運動の展開につい
て理解させる。

明治政府の諸改革と対外関係を、ワークシートにまとめて理解させる。
急激な近代化に対する、人々の反応を、諸資料を用いて考察させる。

１　自由民権運動の展開

現代の社会やその諸課題が歴史的に形成されたものであるという観点から、身近な
生活文化を題材に、近現代の歴史事象と現在の結び付きを考える活動を通して、歴
史への関心を高め、歴史を学ぶ意義に気付かせる。

現代世界と日本

観察
ワークシート
小テスト
定期考査

国会開設や憲法制定をめぐって、どのような運動が展開されたかを、民権派と政府
の動向について年表にまとめさせる。
松方財政の民権運動への影響について、秩父事件を題材に、考察させる。

近代国家の成立と国際関係の推移

欧米列強の世界戦略と第一次世界大戦の原因について理解させる。
日本の参戦の理由とその後の大陸侵略について、諸資料を基に考察させる。

16

高度経済成長に伴う社会の変化について、諸資料を用いて、多面的・多角的に考
察させる。

戦後日本の改革の内容を理解させるとともに、改革の背景について、当時の国民感
情や社会情勢について考察させる。
戦後の枠組みが大きく変わろうとしている現在の情勢と比較しながら考察させる。

16

３　日清戦争と国際関係

観察
ワークシート
小テスト
定期考査

米騒動を題材に、民衆運動の広がりについて、産業の発展と社会構造の変化に着
目させながら考察させる。

両世界大戦をめぐる国際情勢と日本第3章

第１章

４　日露戦争前後の世界と日本

観察
ワークシート
小テスト
レポート

３　明治政府の諸改革と社会の変化

15

２　開国と倒幕

１　帝国日本と第一次世界大戦

15

３　米ソ二極構造の世界と国内の再編

２　政党政治と大衆文化

１

現代からの探究

ワークシート
発表

観察
ワークシート
小テスト
レポート

2

１２

第2章

現代社会やその諸課題が歴史的に形成されたものであるという観点から、近現代の
歴史に関わる身の回りの社会事象と関連させた適切な主題を設定させ、資料を活用
して探究し、その解決に向けた考えを表現する活動を通して、歴史的な見方や考え
方を身に付けさせる。

４

５

６

７

９

１０

１１ 第4章

４　高度経済成長の時代



Ⅲ 「評価規準と単元計画」（日本史Ａ） ＜例＞ 
 

□単元名：「第一次世界大戦と社会の変化」 

 

□基軸となる問い： 

「第一次世界大戦前後で日本の社会や国際的な地位はどのように変化したか？」 

 

□単元の目標： 

  資本主義経済の進展に伴う社会の変化について、様々な資料を収集し、国際社会における日本の立場に着

目して、第一次世界大戦以後の対外政策の推移や大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響について考察させ

る。 

 

□単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

・第一次世界大戦以後の

対外政策の推移や大戦

が国内の経済・社会に

及ぼした影響などに対

する関心と現代に通じ

る課題意識を高め、国

際社会の中の日本の立

場などを意欲的に追究

している。 

・第一次世界大戦以後の対

外政策の推移や大戦が

国内の経済・社会に及ぼ

した影響から課題を見

いだし、国際社会の中の

日本の立場と関連付け

て多面的・多角的に考察

するとともに、国際社会

の変化を踏まえ公正に

判断して、その過程や結

果を適切に表現してい

る。 

・第一次世界大戦以後の

対外政策の推移や大戦

が国内の経済・社会に

及ぼした影響に関する

文書や新聞などの文

献、統計資料、絵画、

映像などの諸資料を収

集し、有用な情報を適

切に選択している。 

・第一次世界大戦以後の

対外政策の推移や大

戦が国内の経済・社会

に及ぼした影響に関

する基本的な事柄を

国際社会の中の日本

の立場と関連付けて

総合的に理解し、その

知識を身に付けてい

る。 
 

 

□指導と評価の計画（４時間） 

 第１次「第一次世界大戦と日本」（１時間） 

 第２次「大戦景気と社会変動」（２時間） 

 第３次「パリ講和会議とワシントン体制」（１時間） 

  

□単元の指導と評価の計画 

次

程 学習活動 

評価の観点 

評価規準等 
関 思 技 知 

第 

１ 

次

）

１

時

間

扱

い

（  

 

 

 

 

 

 

 

○日露戦争後の国際関係について、列強を中心にワークシー

トにまとめさせる。 

○第一次世界大戦の開戦の状況と日本の参戦理由について理

解し、この戦いが日本にとっていかに「天佑」であったか

を考えさせる。 

○「二十一箇条の要求」の資料を読ませ、当時の日本の大陸

政策について理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第一次世界大戦以後の対外政策の

推移や大戦が国内の経済・社会に

及ぼした影響に関する基本的な

事柄を国際社会の中の日本の立

場と関連付けて総合的に理解し、

その知識を身に付けている。 

   （ワークシート） 

 

第一次世界大戦と日本 
 

≪問い≫ 

なぜ日本は第一次世界大戦に参戦したのか？ 

【ねらい】 

  日露戦争後の日本を含めた国際関係をワークシートにまとめさせることで、第一次世界大戦の原因と日本の参戦

理由について理解させる。 

 



第 

２ 

次

）

２

時

間

扱

い

（  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大正～昭和初期のわが国の企業勃興や人々の生活の変化に

ついて、課題追究的な学習を行い、第一次世界大戦期にお

ける日本経済の動向について考察する。 

○大正～昭和初期の経済発展を背景に、都市中間層の拡大を

はじめ、人々の生活に変化が現れたことを、様々な資料か

ら読みとる。 

○1880年代の自由民権運動期と、1918年の米騒動に時期の

社会の違いについて、その間の出来事を挙げながら考察さ

せる。 

○米騒動がなぜ短期間のうちに全国的に広がったのかを、秩

父事件と比較しながら考察させる。 

○産業構造の変化、成年男子の工場就業者数、マスコミニュ

ケーションの発達等に関するグラフや資料から、1880年代

と 1918年の社会の構造違いに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第一次世界大戦以後の対外政策の

推移や大戦が国内の経済・社会に

及ぼした影響に関する文書や新聞

などの文献、統計資料、絵画、映

像などの諸資料を収集し、有用な

情報を適切に選択している。 

        （ワークシート） 

 

・第一次世界大戦以後の対外政策の

推移や大戦が国内の経済・社会に

及ぼした影響などに対する関心

と現代に通じる課題意識を高め、

国際社会の中の日本の立場など

を意欲的に追究している。 

 

 

第

３

次

）

１

時

間

扱

い

（  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ヴェルサイユ条約とワシントン条約について、ワークシー

トにまとめさせる。 

○ヴェルサイユ条約の内容について理解するとともに、第一

次世界大戦後の国際社会における日本の立場について考察

させる。 

○ワシントン会議の内容とともに、1920年代の国際協調体制

を理解させる。 

○中国や朝鮮の独立運動について、ワークシートにまとめさ

せる。 

○日本の大陸への勢力拡張と、中国・朝鮮の民族運動の高揚

について理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第一次世界大戦以後の対外政策の

推移や大戦が国内の経済・社会に

及ぼした影響に関する基本的な事

柄を国際社会の中の日本の立場と

関連付けて総合的に理解し、その

知識を身に付けている。 

       （ワークシート） 

・第一次世界大戦以後の対外政策の

推移や大戦が国内の経済・社会に

及ぼした影響から課題を見いだ

し、国際社会の中の日本の立場と

関連付けて多面的・多角的に考察

するとともに、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断して、その過程

や結果を適切に表現している。 

（観察、ワークシート） 

 

 

 

パリ講和会議とワシントン体制 
 

≪問い≫ 

 第一次世界大戦後、日本の国際的な立場は、それ以前とどのように変化したか？ 

【ねらい】 

  ヴェルサイユ体制とワシントン体制における日本の立場について考察させるとともに、東アジア諸国の独立運動

の動向について理解させる。 

大戦景気と社会変動 
 

≪問い≫ 

米騒動と秩父事件の違いは？ 

【ねらい】 

同じ「民衆の騒擾」なのに、自由民権運動の激化事件は政府により鎮圧され、民権運動は一時衰退に追い込まれ

たが、米騒動は、寺内内閣総辞職と平民宰相である原敬内閣成立へ結び付いた。その違いについて考察させる。 



Ⅳ 「学習指導案」（日本史Ａ） ＜例＞ 

教科（科目） 地歴公民（日本史Ａ） 単元名 第一次世界大戦と社会の変化 

本時の位置付け 

 

単元 第１次 第一次世界大戦と日本（１時間） 

   第２次 大戦景気と社会変動（２時間） … 本時（２時間目） 

   第３次 パリ講和会議とワシントン体制（１時間） 

本時の主題 米騒動と秩父事件の違いは？ 

本時の目標 同じ「民衆の騒擾」なのに、自由民権運動の激化事件は政府により鎮圧され、民権運動は一時衰退に追い込

まれたが、米騒動は、寺内内閣総辞職と平民宰相である原敬内閣成立へ結び付いた。その違いについて考察さ

せる。 

評価規準 歴史資料を含む諸資料を収集し、有用な情報を適切に選択して、読み取ったり図や表にまとめたりしている。 

【資料活用の技能】 

過程 指導の内容 学習内容 指導上の留意点・観点別評価 

導

入 

 

 

 

 

本時の主題とワーク

シートの作業内容の

説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のＭＱを提示し、ワークシートの作業手順及び作業内容に 

ついて説明する。 

 

・本時のＭＱを提示し、前時の

大戦景気や米騒動の経緯につ

いて、概要を復習する。 

 

・あらかじめ４人程度のグルー

プを作成しておく。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ発表  

 

 

・グループで、ＭＱに対する解答を、どのように導くかを検討さ

せる。 

・1880年代の自由民権運動期と、1918年の米騒動に時期を比較

して、その社会の違いについて、以下の問いを提示しながら、

各グループで検討させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表】 

・グループごとに「解答」をまとめさせて、発表させる。その 

際、史料や教科書、図表等の図やグラフ等を活用して説明させ

る。 

 発表は、ホワイトボードにまとめさせる。 

 

※教師は、発表の要旨を聞き取り、黒板にまとめる。 

・グループごとに、いくつか仮

説をたてさせる。 

・教科書や図表などの表やグラ

フを活用して、検討させる。 

・必要ならば、年表や図などに

まとめるように示唆する。 

・ＳＱは、グループ活動の進行

状況に応じて、適宜、与える

ようにする。 

・発表の際に、より説得力があ

るように、表やグラフ、年表

等を精選させる。 

 

 

 

○歴史資料を含む諸資料を収

集し、有用な情報を適切に選

択して、読み取ったり図や表

にまとめたりしている。 

【資料活用の技能】 

ま

と

め 

本時のまとめ 【作業３】 

・発表を聞いて、各自で２００～３００字程度で論述し、提出さ

せる。その際、学んだ歴史用語をなるべく使用するように促す。 

 

・次時の予告 

 

・学んだ知識・概念を適切に使   

 用しているか。 

・本時への取組を自己評価させ

る。 

 

≪ＭＱ≫ 

米騒動と秩父事件の違いは？ 

同じ「民衆の騒擾」なのに、自由民権運動の激化事件は政府

により鎮圧され、民権運動は一時衰退に追い込まれたが、米騒

動は、寺内内閣総辞職と平民宰相である原敬内閣成立へ結び付

いた。その違いは何か。 

≪ＳＱ≫ 

①米騒動がなぜ短期間のうちに全国的に広がったのか？ 

 ②産業構造はどのように変わったか？ 

③二つの事件の間に、どのような出来事があったか。 

 

※成年男子の工場就業者数やマスコミニュケーションの発

達等に関するグラフや資料に着目させる。 
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